（様式0：　研究代表者要件　確認書）　

スタートアップ・エコシステム共創プログラム記入要領、記入例は削除して提出ください。

スタートアップ創出プログラム GTIE GAPファンドプログラム
エントリーコース
研究代表者要件　確認書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
西暦　　　年　　月　　日

研究代表者　氏名

●以下、研究代表者要件について確認したうえで、申請します。
1 [bookmark: _Hlk224119998]応募時点、および研究実施期間において、GTIEの主幹機関もしくはSU創出共同機関である国公私立大学等に所属する研究者または学生(修士課程、博士課程)であり、かつ研究開発課題の核となる技術シーズの発明者である、もしくは発明に関わった者であること。また、研究実施期間を通じて代表者として責任を持って事業化に向けた研究推進ができること（研究実施期間中の研究代表者の交代はできません）。なお、応募にあたっては当該シーズに関する特許を取得していることが望ましいが、特許出願中や特許を出願予定であるもの、また、必ずしも特許出願を行わないシーズ（ソフトウェア等）に基づく応募も可能。
※また、研究代表者が研究実施期間中に何らかの理由で長期間不在となる場合、原則として支援は中止となります。事前に必ず事務局を通してJSTまでご連絡ください。

	☐	上記を理解し、申請様式1において、以下を記載しました。
・項番３：自身の現在の所属
・項番５（４）：課題の核となるシーズの詳細（発明への自身の関与等）。

	☐	研究実施期間中の研究代表者交代ができないことを確認しました。また、研究代表者が長期間不在となる場合も原則として支援が中止となること、事前にＪＳＴへの連絡が必要となることも確認しました。



2 シーズを利用したスタートアップ企業の設立、事業化等により、大学等の研究成果の社会還元を目指していること。
	☐	上記を理解するとともに、本プログラムが公的支援であることを踏まえ、研究成果の社会還元の内容を、申請様式1項番5(０)に記載しました。



3 シーズについて、本プログラムを通じて創出されるスタートアップ企業の実施に関してそのシーズの発明者、シーズが帰属する機関等（特許出願人等）の同意が得られていること。
	☐	上記を理解し、自身の所属機関において出願・譲渡等の権限を持つ知財本部責任者等に確認の上で、申請様式2を記載しました。



4 GTIEが目指すスタートアップ・エコシステムの形成について、その趣旨を理解の上、貢献する意志を有すること。
	☐	上記を理解し、申請様式1の項番10などにエコシステムへの貢献について記載しました。



【学生（修士課程、博士課程）が研究代表者となる場合、以下も確認】
5 学生の修了等に関わらず、事業化に向けて継続的な体制構築及び事業化推進を担保できること。
	☐	上記を理解し、申請様式1を記載しました。



6 学生及び指導教員が双方署名の上、「学生と所属機関の間で、研究成果として生じる知的財産権の取扱いについて取り決め、合意したこと」を確認できる確認書を提出すること。
	☐	上記を理解し、別途確認書を提出します。



以上
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